
厳しい暑さの続いた夏も終わり、少しずつ秋の気配を感じる頃となりました。

また、この９月は警報級、災害級と騒がれる大雨が続き、本校としてもその対応

について考えることを余儀なくされた月でもありました。 

 そのような中、９月６日の朝、保護者と教師の会会長から電話をいただきまし

た。私は、翌日の生徒の登校について心配してくださっているのだと思い、その

時点での本校としての対応について説明をしました。 

 ところが、会長は生徒の登校だけでなく「学校は大丈夫でしょうか」「浸水に

ついて何かできることはないでしょうか」「土嚢を積むことで解決するでしょう

か」と、生徒だけでなく学校のことまで具体的に心配をしてくださっていました。

私は電話を切った後、胸がいっぱいになりました。常に「二中」を心の中に置き、

学校のために何かできることはないかと考えてくださっている。そのお気持ちが

本当にありがたく、涙が出る思いでした。 

 そして、学校へ行ってみるとそこにも心強い姿がありました。校舎や教室を点

検する職員、重要な書類や荷物を少しでも安全な所へ移動する職員、部活動の活

動場所を確認する職員等、それぞれが自分で考え、大雨に備えてできることを行

っていました。 

 奇しくもちょうど１年前の学校だよりでも本校職員の姿を紹介しました（参考

として３ページ目に掲載）。今回もまた、生徒や学校を守るために、それぞれの

立場で考え、動く姿を見ることができました。 

学校は学校だけ、教職員の力だけで運営できるものではありません。教職員と

ともに、保護者や地域の皆様が「二中のため」「子どもたちのため」と心を寄せ、

力を合わせてくださることで学校は支えられています。校長としてこのような温

かく力強い環境の中、教育活動に邁進することができ、大変嬉しく思うとともに、

感謝の心でいっぱいです。 

これからも「地域の中で 仲間とともに 家庭とともに」生徒個々が「私らしく

伸びる学校」を目指し、皆様とともに一緒懸命歩んでまいります。 
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学校を思い、支える温かな心、学校を見守るたくさんの目に感謝 

校長 小石川 知治  
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9 月１７日(木)、新人地区大会の壮行会が行われました。
各部活の新部長による決意表明、宣誓は、これから始まる
大会への熱意や意気込みが伝わる非常に素晴らしいもので
した。 
応援団も結成され、体で、声で、全力で各部にエールを届

けました。学校全体で新人戦に臨もうとする姿が見られま
した。各部とも日頃の成果を十分に発揮し、掲げた目標を
達成できるよう全力を尽くしてもらいたいと思います。 

9 月 1０日(木)、朝霞市民会館ゆめぱれすにて朝霞班審
査会が実施されました。本校からも出展された５点のう
ち、３点が北足立支部展に出展されます。９月３０日、会
場は新都心ビジネス交流プラザです。 
  
   「らくらく排水トレイ」 優秀賞 

  「１枚だけとれーる」  優秀賞 
 「パタリンコ」     優秀賞 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 給食 

1 木 修学旅行（３年） 
 

〇 
2 金 金３４５６１２ ３年１０：40 登校 〇 

3 土 新人地区大会①  

4 日 新人地区大会（バレー）  

5 月 AM発育測定  〇 

6 火 新人地区大会② ４５×３ 給食なし × 

7 水 新人地区大会③ ４５×３ 給食あり 新人陸上県大会  〇 

8 木 
新人地区大会④ 予備① 火曜授業 新人陸上県大会  

テスト前部活動なし 
〇 

9 金 予備② 〇 

10 土   

11 日   

12 月 スポーツの日  

13 火  〇 

14 水 生徒会役員選挙（６校時） 〇 

15 木 中間テスト  〇 

16 金 技家テスト（１・２年） 水６木１２３４５ 〇 

17 土   

18 日   

19 月  〇 

20 火 進路学習会（３年）金曜授業 校外パトロール 〇 

21 水 ４５分授業 合唱コン放課後練習開始 各種委員会（後期） 〇 

22 木 第２回校長会テスト（３年） 清掃なし 月１２３４５金６ 〇 

23 金 地区駅伝 学校訪問 合唱練習なし 〇 

24 土   

25 日   

26 月 ４５分授業 合唱コン朝・昼練習開始 〇 

27 火 生徒朝礼 地区駅伝予備 ４５分授業 学校公開日（～３１日）水曜授業 〇 

28 水 ４５分授業 合唱コンリハーサル 〇 

29 木 ４５分授業 〇 

30 金 ４５分授業 火曜授業 〇 

31 土 土曜参観 木４６薬物乱用防止教室 部活動参観 × 

本校では“心と生活アンケート”等の取組をはじめ、

授業や学校生活を通して、いじめを許さない学校づくり

に取り組んでいます。ご家庭におかれましても、お子様

の様子や、心の声に耳を傾けていただき、お気づきのこ

とがございましたら、遠慮なく、学校にご相談いただき

ますようお願いいたします。 

男子 総合第２位 
８００ｍ 第４位  県大会 

１５００ｍ 第４位  県大会 

１１０ｍＨ 第２位  県大会 

      第４位  県大会 

      第６位  県大会補欠 

走高跳 第３位  県大会補欠 

走幅跳 優 勝  県大会シード 

    第５位  県大会 

砲丸投 第８位   

円盤投 第６位  県大会 

    第７位  県大会補欠 
4×100ｍＲ   第８位   

女子 総合第１位 
１年１００ｍ 第３位  県大会 

       第６位    

 １００ｍＨ 第３位  県大会 

       第５位  県大会補欠 

       第６位    

   走高跳 第２位  県大会 

走幅跳 優 勝  県大会 

    第３位     

    第４位    

円盤投 優 勝  県大会 

第２位  県大会補欠 
4×100ｍＲ    第４位  
個人参加 
１１０ｍＨ 優 勝  県大会 

８００ｍ 第６位  県大会 
 
 

２(月)合唱コンクール 
３(木)文化の日 
４(水)振替休業日 教育相談期間（～２０日） 
５(木)後期時間割開始 各種委員会 
７(土)ふれあいフェスティバル（部活動紹介あり） 
９(月)３年三者面談（～１３日） 

10(火) 性に関する講演会（１年）木曜授業 
11(水)性に関する講演会（２年）火曜授業 
12(木) 水曜授業 
13(金)３時間授業 火曜１５６ 給食あり 
18(水)1年フィールドワーク 学校保健委員会 
性に関する講演会（３年） 
2４(火)・2５(水)期末テスト 
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二中を支える誇り高き教職員 

校長 小石川 知治  

９月８日の夕刻、午後５時半頃のことです。部活動が終わりに近づき、生徒が下校を始めた頃、空

が一気に暗くなり、遠くでは雷が発生している様子でした。学校からさほど距離のない生徒であれば

下校も可能でしたが、生徒の安全を最優先とし、下校はさせず、しばらくとどめ置くことを決めまし

た。 

雷が収まる様子はありません。気象情報によれば、少なくとも１時間程度は続く見込みです。退勤

時間は大きく過ぎていましたが、校内に居た全教職員が集まり、短時間で打ち合わせを行いました。

「どうすれば生徒を安全に、混乱なく帰宅させられるか」考えました。打ち合わせで決めたのは、実

際に tetoru でお伝えしたとおり、安全に帰れる状況になるまでは体育館や教室等で待機させること。

お迎えはローソン側の裏門から正門へ抜ける一方通行でお越しいただくこと。お迎えがあった際に

は、２・３年生の昇降口前で車に乗せることだけでした。わずかな時間の打ち合わせであり、大枠を

決めただけではありましたが、その後の教職員の動きは一騎当千の活躍でした。電話対応をする職

員、放送を使って昇降口まで生徒を呼び出す職員、誘導灯を持ち、案内をする職員。誰の指示を受け

るでもなく、「生徒のために」できることを全員が全うしていました。 

生徒たちは体育館や教室の中で不安そうな様子もなく、落ち着いて待機していました。その後ろに

は汗びっしょりになりながら、生徒たちを全力で支える教職員の姿がありました。校長として私は

「これほど頼もしい仲間はいない」と誇りに思い、胸が熱くなりました。生徒を真ん中に据え、全員

が一致団結し、考え、動く、まさに「二中教職員チームの底力」を目の当たりにした瞬間でした。 

いよいよ１０月となりました。１、２年生は新人戦真っ盛りです。そして、今年度の折り返しを迎

えました。これからも生徒一人一人が「地域の中で 仲間とともに 家庭とともに 私らしく」伸び

られるよう、この自慢の教職員と力を合わせ、日々の教育活動に全力を尽くしてまいります。 
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